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　　（PI） André BRETON, Œuvres complètes I, bibliothèque de la pléiade, Gallimard, 1988
　　　　Nadja, 1928, pp.643-753
　　（LD） Jacques DERRIDA, La dissémination, Seuil, 1972
　　（MP） Gilles DELEUZE et Félix GUATTARI, Mille plateaux, Minuit, 1980
　　尚、ラカンの著作は多数あるが、本論考では次の文献を主として参考にした。
　　Jacques LACAN, Le séminaire, Livre XI: Les quatre concepts fondamentaux de la psychanalyse 1964 , texte 
établi par Jacques-Alaine MILLER, Seuil, 1973
 2 ）マルグリット・ボネによると、ブリュッセルの古本屋で編集者のマルセル・ディウがナジャはブラン
シュ・デルヴァルであると1975年 2 月の雑誌で断言したとのことであるし、1972年ガリマールから出
された『ベルギーのシュルレアリスム・アンソロジー』の作者であるクリスチャン・ビュシは1966年
9 月15日にブランシュ・デルヴァルが自分に私がナジャであると明らかにしたと記しているが、これ
は全くのペテンだということだ。（PI p.1536）
 3 ）岩波明『精神科医が読み解く名作の中の病』新潮社、2013年、p.50
 4 ）1927年に精神科医になったラカンは、パリのサン・タンヌ病院のアンリ・クロード教授が主宰する「精
神病及び脳疾患診療所」において神経学研究をしている。
